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[要 旨】

日的)悪性腫癌で入院中の患者について,外泊の実態を調査し,外泊の患者に及ぼす身体的,精神

的,社会的な効果を明らかにする｡

方法)対象は,平成9年3月から5月までに当院放射線科に入院した患者20名である｡男性11名,

女性9名で,年齢は27才から80才で,年齢の中央値は58才であった｡調査は外泊後の聞き取りを中

心に行った｡抽出した患者の表現を気分転換 (自然への親しみを含む)や,役割遂行などに分けて

分析した｡

結果)気分転換ができたと評価された外泊は34回のうち29回に認めた｡全身状態 (パフォーマンス

ステイタス:PS)が不良な患者においては,自然への親しみができた外泊は3回の外泊ですべて

に認められた｡家庭や社会での役割遂行ができたと評価された外泊は,34回申26回にみられた｡

結論)外泊は,自己を取り戻す気分転換,役割遂行の面で有用と思われた｡我々は看護的援助の一

つとして外泊を奨めていく必要性があると思われた｡
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1.はじめに

日本においては欧米に比べ入院期間が長いと言われており,その原因の一つとして悪性腫癌があ

げられる｡入院期間の延長は患者のQOLを低下させたり,患者の家族内での役割が変化するなど,

何らかの問題がおこり看護介入が必要となる｡外泊は気分転換や家族および地域との交流の中で患

者の闘病意欲を高める機会となっていると考えられており,長期入院患者において外泊の有用性が

示唆されている｡本研究の目的は悪性睦癌で入院中の患者について,外泊の実態を調査し,外泊の

患者に及ぼす身体的､精神的､社会的な効果を明らかにすることにある｡

2.対象および方法

対象は,平成9年3月から5月までに当院放射線科に放射線治療または化学療法を目的に入院し

た患者20名である (資料1)｡男性11名,女性9名で,年齢は27才から80才までで,年齢の中央値

は58才であった｡このうち6名は65才以上の高齢者であった｡

調査は外泊後の聞き取りを中心に行い,一部に患者本人の自由記載も用いた｡｢外泊中何をして

きたか?｣｢良かった事｣｢外泊中困った事｣｢外泊に望むこと｣といった項目を中心に患者の表現

を抽出した｡抽出した患者の表現を,気分転換 (自然への親しみを含む),役割遂行,身体的事項 (食

事,排他,睡眠,疲労)に分けて分析した｡患者が複数回外泊した場合には,毎回聞き取り調査を
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行い,一人の患者であっても抽出した表現をそれぞれカウントし,のべの外泊回数で抽出できた表

現回数を算出した｡

3.結 果

以下の項目につき評価可能であったのベ34回の外泊分について検討した｡

1)気分転換

｢家でぶらぶらしていた,のんびりできた｣,｢ゴロゴロしていた｣,｢外の空気にふれ開放感があっ

た｣などの言葉より,気分転換ができたと評価された外泊は34回のうち29回に認めた｡

また,全身状態が不良な症例(PS:4)の自然への親しみを検討してみると,

｢庭の花や鳥をながめていた｣,｢寝ているだけだったが,違う景色が見れてよかった｣などの言葉

より,自然への親しみができた外泊は3回の外泊ですべてに認められた｡

2)役割遂行

｢農作物の種子の注文をしてきた｣,｢家の雑用や草取りなどが少しできた｣,｢私のことを心配して

くれる家族がいる幸せを感じた｣などの言葉より,役割遂行ができたと評価された外泊は34回申26

回にみられた｡性別では男性16回申8回,女性18回申18回みられた｡

3)身体的側面

食事に関しては,入院時より良好であったとの表現が34回申9回で,また入院時より不良であっ

たとの表現が2回みられた｡

排池に関しては,入院時より良好であったとの表現が34回申2回で,また入院時より不良であっ

たとの表現が1回みられた｡

睡眠に関しては,入院時より良好であったとの表現が34回申2回で,また入院時より不良であっ

たとの表現はみられなかった｡

疲労に関しては,入院時より良好であったとの表現が34回申10回で,また入院時より不良であっ

たとの表現が10回みられた｡

4.考 察

外泊とは自らの主体で生活するあるいはしなければならないという意味で大きな意義があると言

われている｡患者の外泊は本来的な自己の在り方に戻れる時である｡気分転換とは患者が苦痛を感

じる度合を少なくすることであり,その人自身でいられること,通常の生活に少しでも近づくこと

ができるようになることと考えられる｡今回の調査においても外泊には気分転換と役割遂行といっ

た二点の意義があることを再認識できた.プラプラ,ゴロゴロといった一見入院中と同様の過ごし

方も,患者にとっては物理的な条件および精神的な条件とを備えられている家庭では気分転換にな

っていると思われたOまた,身の回りのこともできず終日臥床している患者(ps:4)にとっては,

自然の移り変わりを感じられたことが良かったとしている｡目的を持って外泊する患者の場合は当

然役割が果たせた喜びは大きい｡家庭,地域での行動の中には役割遂行に通ずるところが多々ある｡

一般的には女性の方が役割意識が高いという報告がある｡今回も家での役割は女性において多く満

たされる傾向がみられたが,反面体力の減退や病状悪化により思い通りにならないはがゆきもある

ことを忘れてはならない｡また家族と日常的な生活を過ごす中で,心が癒され,自分の存在感を認
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識し,家族の情緒的サポートを得ることで闘病意欲につながっているものと思われる｡身体的側面

においても,外泊により生活の基本である食事,排准,睡眠などを良い状態に持っていくことが可

能と考えられた｡

5.まとめ

外泊は,自己を取り戻す気分転換,役割遂行の面で有用と思われた｡我々は看護的援助の一つと

して外泊を奨めていく必要性があると思われた｡外泊を奨めるに当たっては,現段階の身体的,棉

神的状態を把捉することが重要と考えられた｡
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資料①

ケースNo.性別 年齢 病 名 P.S 告知の有無 入院期間

1 女 60 口 肢 痛 4 無 146

2 男 49 肝 臓 癌 4 秦 96

3 女 33 乳 癌 2 有 72

4 男 63 胆 管 癌 4 有 69

5 男 63 食 道 癌 2 有 59

6 男 80 - 食 道 癌 2 有 38

7 男 45 肺 癌 2 有 82

8 男 37 急 性 胃 腸 炎, 不 明 熱 2 有 43

9 男 68 鼻 腔 リ ン パ 腫 2 有 109

10 女 73 悪 性 リ ン パ 腫 1 育 56

ll 女 67 悪 性 リ ン パ 腫 2 育 194

12 男 24 ホ ジ キ ン 病 1 有 23

13 女 53 子 宮 体 部 痛 1 有 17

14 女 27 悪 性 リ ン パ 腫 1 有 64

15 女 78 悪 性 リ ン パ 腫 2 育 123

16 男 62 脳 腫 癌 2 蘇 59

17 女 56 乳 癌 1 有 40

18 男 31 悪 性 リ ン パ 腫 2 有 64

19 女 47 乳 癌 3 有 51

男性11名 女性9名 平均年齢 54.1才 65才以上6名 65才未満14名

平均入院期間 71日
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